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［野菜部門］                              農業研究所ホームページへ 

１．莢に茶しみ症が出ない枝豆用黒大豆新品種｢岡山ＳＹＢ１号｣の育成 

 

［要約］ 

｢岡山系統１号｣より枝豆収穫期が11日早く、枝豆収量及び遊離糖含量が高い、莢に茶

しみ症が出ない枝豆用黒大豆新品種｢岡山ＳＹＢ１号｣を育成した。  

［担当］ 岡山県農林水産総合センター農業研究所 作物・経営研究室  

［連絡先］電話086-955-0275 

［分類］ 技術  

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

岡山県で栽培されている黒大豆「岡山系統１号」は枝豆収穫時期が遅く、黒大豆枝豆と

しての収穫・出荷期間の拡大のために早生化が望まれている。また、著しい品質低下の要

因となる莢の茶しみ症の原因である、ダイズモザイクウイルス（ＳＭＶ）に対する抵抗性

の導入が望まれている。そこで、早期に収穫が可能でＳＭＶ抵抗性を有する、黒大豆新品

種を育成する。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本品種は、2009年に｢岡山系統１号｣を母、ＳＭＶ抵抗性を有する｢玉大黒｣を父として

交配し、単粒系統法によって育成した品種である。 

２．｢岡山系統１号｣と比べ、開花始期は６日、枝豆収穫期は11日早い（表１）。 

３．主茎長は｢岡山系統１号｣より短く倒伏しにくい（表１）。 

４．枝豆収量（莢厚9mm以上）は「岡山系統１号」より多い（表１）。 

５．遊離糖含量は「岡山系統１号」より高く、食味が優れる（表１）。 

６．種皮の色及びへその色は「黒」、花色は「白」、毛茸の色は「褐」である（表１）。 

７．無被覆栽培においても、莢の茶しみ症の発症はみられず、外観品質が優れることから

（表１、図１）、低コスト省力栽培が可能と考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本品種は枝豆専用である。  

２．適応地帯は、県下全域である。  

３．収量及び茶しみ症の発症程度は地域によって異なると予想されるため、導入にあたっ

ては現地試験を実施する。   

４．本品種は「岡山ＳＹＢ１号」として品種登録（2021年８月５日）された。「追記2021

年８月」 
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［具体的データ］ 

表１ ｢岡山ＳＹＢ１号｣の特性一覧            

 

 

 「岡山ＳＹＢ１号（仮称）」     「岡山系統１号」 

図１ 茶しみ症の発症程度 
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